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1. 平成31年2月期第1四半期の業績（平成30年3月1日～平成30年5月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年2月期第1四半期 6,822 △5.0 245 △38.7 299 △34.6 176 △34.2

30年2月期第1四半期 7,184 8.5 400 △27.2 457 △25.7 268 △25.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年2月期第1四半期 7.26 ―

30年2月期第1四半期 11.04 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年2月期第1四半期 14,408 7,609 52.8 312.29

30年2月期 12,993 7,462 57.4 306.24

（参考）自己資本 31年2月期第1四半期 7,609百万円 30年2月期 7,462百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年2月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00

31年2月期 ―

31年2月期（予想） 0.00 ― 3.00 3.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 2月期の業績予想（平成30年 3月 1日～平成31年 2月28日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 12,500 0.8 △400 ― △300 ― △400 ― △16.42

通期 26,300 0.6 200 205.1 400 31.2 100 93.6 4.10

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年2月期1Q 24,470,822 株 30年2月期 24,470,822 株

② 期末自己株式数 31年2月期1Q 104,512 株 30年2月期 104,425 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年2月期1Q 24,366,332 株 30年2月期1Q 24,366,503 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ２「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用や所得環境の改善を背景として緩やかに回復しており、企業

収益の増勢や業況感の上昇による個人消費の持ち直しもみられ、国内需要は増加傾向をたどっております。 

 当アパレル・ファッション業界におきましては、Ｅコマース分野は好調に推移しているものの、ショッピングセ

ンターを中心とした小売業態において、消費マインドの復調の足取りは鈍く、依然として厳しい環境が続いており

ます。 

 このような経営環境のなか当社は、中期経営計画の２年目を迎え、「“ＫＡＩＺＥＮ”し発展させ適応してい

く」を行動方針とし、様々な施策に取組みました。 

 営業面では、「日本一お客様に喜ばれる販売員」を目指し、商品知識習得のための動画教育プログラム「商品大

學」に加えて、接客技術を高めるための「人財大學」を全店舗に定期配信することで、現場教育体制の充実を図り

ました。また、Ｅコマース分野の更なる成長に向けて、自社オンラインショップの全面刷新による購入導線の最適

化やマーケティングオートメーションの導入、他社オンラインショップへの新規出店等を行いました。さらに、お

客様との新たなコミュニケーション手段として、モバイルアプリを開発・配信し、購入履歴の閲覧や一人ひとりに

応じた魅力ある情報の提供等により、利便性向上や販促のデジタル化を進めております。これらにより、Ｅコマー

ス事業は順調に推移しております。 

 商品面では、ポリエステル100％の軽くてしなやかな清涼素材「ＴＲＡＢＥＳＴ」を採用し、ウォッシャブルや

360°ストレッチ等の機能を有したスーツ、ジャケット、スラックスを企画販売いたしました。しかしながら、３

月、４月の気温上昇と５月の気温低下等の影響もあり、主力品種であるビジネスアイテムが苦戦し、当第１四半期

累計期間の既存店売上高前年同期比は7.4％減となりました。 

 店舗面では、新たな成長戦略の一環として、従来は独立店舗型であったビッグサイズ紳士衣料「グランバック」

をショッピングセンターに１店舗出店したほか、主力業態のタカキューを２店舗、計３店舗出店し、エム・エフ・

エディトリアルを１店舗退店した結果、当第１四半期会計期間末では前年同期比３店舗増の313店舗となりまし

た。 

 

 以上により、当第１四半期累計期間の売上高は68億２千２百万円（前年同期比5.0％減）、営業利益は２億４千

５百万円（同38.7％減）、経常利益は２億９千９百万円（同34.6％減）、四半期純利益は１億７千６百万円

（34.2％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 資産の部は、前事業年度末に対して14億１千５百万円増加し、144億８百万円となりました。主な要因は、流動

資産で現金及び預金が６億１千５百万円、売掛金が２億５千１百万円、商品が５億３千万円、繰延税金資産が３千

４百万円、固定資産で有形固定資産が２千８百万円それぞれ増加したことと、固定資産で無形固定資産が１千４百

万円、投資その他の資産で繰延税金資産が２千９百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

 負債の部は、前事業年度末に対して12億６千８百万円増加し、67億９千９百万円となりました。主な要因は、流

動負債で支払手形及び買掛金・電子記録債務が10億７千３百万円、賞与引当金が１億１百万円、その他の未払金が

２千７百万円、未払費用が３千８百万円、設備関係支払手形が４千５百万円それぞれ増加したことと、流動負債で

未払法人税等が２千７百万円減少したこと等によるものであります。 

 純資産の部は、前事業年度末に対して１億４千７百万円増加し、76億９百万円となりました。主な要因は、利益

剰余金が１億３百万円、その他有価証券評価差額金が４千３百万円それぞれ増加したこと等によるものでありま

す。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成31年２月期第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成30年４月６日に公表いたしました

業績予想から変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成30年２月28日) 
当第１四半期会計期間 
(平成30年５月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,226,593 1,842,146 

売掛金 1,333,925 1,585,767 

商品 4,265,537 4,795,744 

貯蔵品 71,582 81,570 

繰延税金資産 103,387 138,016 

その他 296,170 238,355 

流動資産合計 7,297,196 8,681,602 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 633,000 665,860 

器具及び備品（純額） 416,019 426,002 

その他（純額） 17,625 3,383 

有形固定資産合計 1,066,644 1,095,246 

無形固定資産 262,147 247,562 

投資その他の資産    

関係会社株式 341,276 403,986 

賃貸不動産（純額） 77,785 77,232 

差入保証金 164,988 164,988 

敷金 3,619,545 3,608,287 

繰延税金資産 85,834 56,683 

その他 77,835 73,329 

投資その他の資産合計 4,367,266 4,384,506 

固定資産合計 5,696,058 5,727,315 

資産合計 12,993,254 14,408,917 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成30年２月28日) 
当第１四半期会計期間 
(平成30年５月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,133,948 714,151 

電子記録債務 1,923,502 3,416,977 

未払法人税等 206,764 178,843 

賞与引当金 185,842 287,808 

店舗閉鎖損失引当金 1,314 2,252 

その他 922,516 1,051,607 

流動負債合計 4,373,889 5,651,640 

固定負債    

資産除去債務 1,037,865 1,037,773 

その他 119,457 110,174 

固定負債合計 1,157,323 1,147,948 

負債合計 5,531,212 6,799,589 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,000,000 2,000,000 

資本剰余金 568,485 568,485 

利益剰余金 4,794,372 4,898,168 

自己株式 △26,298 △26,315 

株主資本合計 7,336,559 7,440,337 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 125,482 168,990 

評価・換算差額等合計 125,482 168,990 

純資産合計 7,462,041 7,609,328 

負債純資産合計 12,993,254 14,408,917 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成29年３月１日 

 至 平成29年５月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成30年３月１日 
 至 平成30年５月31日) 

売上高 7,184,872 6,822,844 

売上原価 2,728,750 2,594,369 

売上総利益 4,456,121 4,228,474 

販売費及び一般管理費 4,055,152 3,982,525 

営業利益 400,969 245,949 

営業外収益    

不動産賃貸料 76,176 79,540 

手数料収入 27,019 25,943 

その他 15,346 13,566 

営業外収益合計 118,542 119,050 

営業外費用    

不動産賃貸費用 53,079 52,860 

その他 8,916 13,011 

営業外費用合計 61,996 65,872 

経常利益 457,515 299,126 

特別損失    

減損損失 19,786 845 

特別損失合計 19,786 845 

税引前四半期純利益 437,729 298,281 

法人税、住民税及び事業税 196,643 146,065 

法人税等調整額 △27,902 △24,679 

法人税等合計 168,741 121,386 

四半期純利益 268,987 176,895 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

３．補足情報

商品別売上高

 

前第１四半期累計期間

（自 平成29年３月１日

至 平成29年５月31日） 

当第１四半期累計期間

（自 平成30年３月１日

至 平成30年５月31日）

前事業年度

（自 平成29年３月１日

至 平成30年２月28日）

  金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

重衣料 3,054,518 42.5 2,986,511 43.8 10,610,590 40.6 

中衣料 276,412 3.9 221,948 3.2 2,036,105 7.8 

軽衣料 3,609,509 50.2 3,356,908 49.2 12,435,508 47.6 

その他衣料等 244,431 3.4 257,475 3.8 1,052,295 4.0 

合計 7,184,872 100.0 6,822,844 100.0 26,134,500 100.0 

（注）１．その他衣料等はスカート、ワンピースのほか、クレジットカード会員獲得に伴う手数料収入、衣料品の

修理・加工に伴う収入等であります。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

- 6 -

㈱タカキュー（8166）　平成31年２月期 第１四半期決算短信（非連結）


